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市
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
で
補
え
な
い
部
分
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
利
用
は
登
録
制
で
す
（
入
会
金
、
登

録
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
）。 

サ
ポ
ー
ト
内
容
　
▼
軽
度
の
病
時
、
病
後

時
の
預
か
り
▼
出
張
の
時
な
ど
宿
泊
を
と

も
な
う
預
か
り
▼
保
育
施
設
か
ら
の
急
な

呼
び
出
し
の
と
き
の
お
迎
え
▼
親
の
体
調

不
良
時
な
ど
緊
急
を
伴
う
と
き
の
預
か
り 

利
用
料
　
１
時
間
１
０
０
０
円
（
午
後
８

時
以
降
は
１
時
間
１
２
０
０
円
）
、
宿
泊

＝
１
泊
１
万
円
（
午
後
６
時
〜
翌
日
午
前

９
時
） 

利
用
者
説
明
会 

Q
３
月
１９
日
貍
　
午
後
１
時
〜
３
時 

L
や
し
お
生
涯
楽
習
館 

サ
ポ
ー
ト
会
員
講
習
会 

　
お
子
さ
ん
を
預
か
る
サ
ポ
ー
ト
会
員
も

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。 

Q
３
月
１７
日
貅
・
１９
日
貍 

L
や
し
お
生
涯
楽
習
館 

J
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
病
児
保
育
を
作
る
会
・
緊

急
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
埼
玉
蕁
０４８
・
２９７
・

２
９
０
３
、
〒
３３３
―
０
８
１
１
川
口
市
戸

塚
１
―
１０
―
９
グ
リ
ー
ン
サ
ン
シ
テ
ィ
１０１
、 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://ikudou.blogzine. 

jp/kinkyusaitama/ 
   

N
離
職
者
で
あ
っ
て
就
労
能
力
お
よ
び
就

労
意
欲
の
あ
る
方
の
う
ち
、
住
宅
を
喪
失

し
て
い
る
方
。
ま
た
は
、
喪
失
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
方
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

O
６
カ
月
（
一
定
条
件
の
下
、
最
大
で
９

カ
月
）
を
限
度
と
し
て
住
宅
手
当
を
支
給

（
八
潮
市
の
支
給
額
▼
単
身
世
帯
＝
月
額

４
万
７
７
０
０
円
▼
複
数
人
世
帯
＝
月
額

６
万
２
０
０
０
円
）
、
住
宅
確
保
支
援
、

就
労
支
援
員
に
よ
る
就
労
支
援
な
ど 

※
手
当
支
給
期
間
中
は
、
常
用
就
職
に
向

け
た
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

J
商
工
観
光
課
蕁
A
２
７
４
 

  N
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

▼
市
内
在
住
の
方
の
子
ど
も
で
、
両
親
ま

た
は
片
親
が
交
通
事
故
で
死
亡
し
残
さ
れ

た
遺
児
▼
学
校
（
幼
稚
園
を
除
く
）
ま
た

は
、
専
修
学
校
の
高
等
課
程
、
も
し
く
は

専
門
課
程
に
在
学
す
る
方
▼
学
資
が
豊
か

で
な
い
方
 

支
給
額
　
月
額
７
０
０
０
円
〜
３
万
円
 

※
返
還
義
務
無
し
 

M
所
定
の
関
係
書
類
が
必
要
で
す
。
 

J
公
益
信
託
高
橋
保
蔵
八
潮
市
交
通
遺
児

奨
学
基
金
受
託
者
・
中
央
三
井
信
託
銀
行

本
店
法
人
営
業
部
公
益
信
託
課
蕁
０３
・
５

２
３
２
・
８
９
１
０
〒
１０５
―
８
５
７
４
東

京
都
港
区
芝
３
―
３３
―
１
 

  　
不
動
産
鑑
定
士
が
不
動
産
の
価
格
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

Q
４
月
２
日
貍
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
 

L
さ
い
た
ま
浦
和
会
場
（
さ
い
た
ま
市
浦

和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
第
６
集
会
室
）
 

J
譖
埼
玉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
蕁
０４８
・

８３８
・
０
４
８
３
 

       　
親
子
一
緒
に
、
ま
た
、
お
友
達
を
誘
っ

て
見
に
き
ま
せ
ん
か
。
 

Q
３
月
２５
日
貊
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
 

L
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室
 

N
児
童
（
保
護
者
同
伴
可
）
 

O
「
ぼ
く
と
き
ど
き
ぶ
た
」
「
花
さ
か
じ

い
さ
ん
・
か
ぐ
や
ひ
め
」
「
り
ゅ
う
の
目

の
な
み
だ
」
 

R
７０
人
（
申
込
順
）
 

P
無
料
 

J
八
幡
図
書
館
蕁
９９５
・
６
２
１
５
 

  　
統
合
失
調
症
や
う
つ
病
な
ど
の
精
神
に

障
が
い
の
あ
る
方
を
抱
え
る
家
族
が
、
病

気
や
対
応
に
つ
い
て
他
の
家
族
と
情
報
交

換
を
し
、
家
族
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
こ

と
に
よ
り
互
い
に
支
え
合
う
場
で
す
。
日
々

の
思
い
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

Q
①
４
月
１３
日
、
６
月
８
日
、
８
月
１０
日

②
５
月
１８
日
、
７
月
１３
日
、
９
月
１４
日
（
毎

回
水
曜
日
）
　
午
後
２
時
〜
４
時
 

L
①
精
神
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
あ
け
ぼ
の
②
保
健
セ
ン
タ
ー
 

P
無
料
 

J
障
が
い
福
祉
課
蕁
A
４
２
８
 

        Q
３
月
２６
日
貍
・
２７
日
豸
　
午
前
１０
時
〜

午
後
５
時
　
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
 

P
無
料
 

J
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

蕁
９９５
・
６
２
１
６
 

  　
く
ず
し
字
を
学
び
、
江
戸
時
代
に
書
か

れ
た
文
書
を
読
み
解
く
楽
し
さ
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

Q
３
月
２０
日
豸
・
２７
日
豸
（
全
２
回
）
　

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
 

L
資
料
館
視
聴
覚
講
座
室
 

R
２０
人
（
申
込
順
）
 

P
無
料
 

M
３
月
１８
日
ま
で
に
、
電
話
で
資
料
館
（
蕁

９９７
・
６
６
６
６
）
へ
 

  Q
４
月
１１
日
〜
５
月
１６
日
（
５
月
２
日
を

除
く
毎
週
月
曜
日
・
全
５
回
）
　
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分
 

L
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら

ぎ
」
 

N
市
内
在
住
・
在
勤
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
 

K
ぼ
ろ
布
（
４
〜
５
枚
）
、
新
聞
紙
 

R
１０
人
（
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

証
の
交
付
を
受
け
た
方
を
優
先
、
そ
の
他

の
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
は
申
込
順
）

※
参
加
者
が
５
人
未
満
の
場
合
は
中
止
 

P
実
費
（
材
料
費
）
※
作
製
時
に
納
付
 

M
３
月
２５
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
「
や
す
ら
ぎ
」（
蕁
９９７
・
８
５
５
３
）
へ
 

  　
目
の
不
自
由
な
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

Q
５
月
１２
日
〜
２６
日
（
毎
週
木
曜
日
・
全

３
回
）
　
午
前
１０
時
〜
正
午
 

L
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら

ぎ
」
 

N
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
視
覚
障
が
い
者

の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
に
興
味
の
あ
る
方
 

O
視
覚
障
が
い
者
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
に
つ

い
て
の
講
義
、
実
習
な
ど
 

R
１０
人
（
申
込
順
）
 

P
無
料
 

M
４
月
２８
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
「
や
す
ら
ぎ
」（
蕁
９９７
・
８
５
５
３
）
へ
 

J
や
し
お
視
覚
障
害
者
自
主
交
流
愛
ｅ
ｙ

ｅ
会
・
森
山
蕁
９９８
・
１
３
５
８
 

           任
期
　
４
月
１
日
〜
平
成
２５
年
３
月
３１
日

（
予
定
）
※
年
１
回
程
度
開
催
予
定
 

N
平
成
２３
年
３
月
１
日
現
在
、
市
内
在
住

の
満
２０
歳
以
上
の
方
で
、
子
育
て
支
援
に

関
心
の
あ
る
方
。
た
だ
し
、
市
議
会
議
員
、

市
職
員
（
常
勤
の
職
員
）
を
除
く
。
 

O
八
潮
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
実

施
状
況
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
 

R
１
人
（
書
類
選
考
あ
り
）
 

M
３
月
２４
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
子
育
て

支
援
課
窓
口
に
あ
る
所
定
の
申
込
書
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
記
入
の
う
え
、
窓
口
ま
た
は
郵
送
、
電

子
メ
ー
ル
で
子
育
て
支
援
課
（
蕁
A

８
３

９
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 kosodate@

city. 
yashio.lg.jp

）
へ
 （

募
集
・
１１
面
へ
続
く
）
 

古
文
書
講
座
 

革
工
芸
教
室
 

軽
度
の
病
時
・
病
後
時
な
ど
の
お
子
さ
ん
を
 

お
預
か
り
ま
す（
緊
急
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

埼
玉
入
会
説
明
会
・
講
習
会
） 

職
と
住
居
を
失
っ
た
方
へ
 

（
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
） 

第
１３
回
八
潮
市
華
道
展
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
講
習
会
 

春
休
み
映
画
上
映
会
 

家
族
の
つ
ど
い
 

交
通
遺
児
奨
学
基
金
 

不
動
産
無
料
相
談
会
 

人権それは　愛 

「ありがとう」の言葉に 
秘める想い 

働き者の母が突然倒れた。昨日まで元気に働いていた母が…。 

救急車のサイレンは母には聞こえているのか、おそらく聞こえてはいないと思う。 

ただ呆然と母のそばに寄り添っている自分がいる。どうして母が…。 

主治医から説明を聞き大病とのこと。どうしてこんなになるまで、母の病が分か

らなかったのか悔やんだ。 

母は今まで体の異変に気づかなかったわけではないと思う。 

ただ、周囲に心配をかけまいと母は…。 

今、そうした母への想いがこみ上げてくる。 

ベッドから起き上がれない状態で、お見舞いに来た方に、すべての想いがつ

まった「ありがとう」をひとつひとつ噛みしめながら、言葉にだす母。 

そんな母の姿を見て、自分は「ありがとう」の言葉を、本当に心をこめて伝えて

いるだろうか、自分に問いただす日々 が続いた。 

うわべの言葉ではなく、心のこもったあいさつや思いやりのある言葉を、母の「あ

りがとう」から学ぶことができた。 

これからの多くの人との出会いの中で、「ありがとう」の言葉に秘める想いを大

切にしていこうと思っている。 

J人権・男女共同参画課蕁B８１１、社会教育課蕁B３５７ 

お
め
で
と
う
 

ご
ざ
い
ま
す
 

八潮市表彰規則に基づく表彰 
　2月2日、八潮メセナで「八潮市表彰規則に基づく表彰」の式典が
行われ、市の発展に貢献された方々が表彰されました。（敬称略） 

　田　幸子 

小俣　文佳 

篠田　四信 

田口　善一 

千葉　裕典 

服部　武二 

三ケ田佳子 

石井　忠枝 

恩田　悦代 

渋谷　勝司 

田村　隆志 

成本　　枝 

堀　　正巳 

小澤　　毅 

近藤　晶作 

白井　克弘 

小幡　みつ 

椎名　篤子 

鈴木　正人 

八
潮
市
次
世
代
育
成
支
援
 

対
策
推
進
協
議
会
委
員
 


